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研究成果の概要（和文）：本研究では，博物館が有する多種多様な資料情報を来館者に伝達する

ための手法として画像技術に着目した．AR (augmented reality)技術とプロジェクタ・カメラ

システムを導入し，AR マーカを利用者が操作することで資料情報を制御できる卓上型プロト

タイプを制作した．主観評価実験に基づいて，プロトタイプの有効性を検証すると共に，博物

館における情報伝達の問題点について議論した． 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, an AR (augmented reality) technology with 
projector-camera system is proposed for imaging history images with user-friendly 
interface for museum exhibitions. The proposed prototype is a desktop application to 
enhance the visitors’ interests and motivation to investigate exhibited historical 
artifacts. The proposed system could contribute to develop an information system for 
exhibitions based on the imaging technology as a result of this research. 
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１．研究開始当初の背景 
 デジタルミュージアムは技術偏重の傾向
が強く，現実の博物館での活動と隔たりがあ
ること，特に学芸員が情報技術の取り扱いに
不慣れであること，さらに来館者には高齢の
方々も非常に多いにもかかわらず，利用者に
過剰な技術理解を強いるという，「利用者側
の視線」が欠けていることが問題として挙げ
られる．その結果としてデジタルミュージア
ムには，利便性を提供するという目的を達成
できないだけでなく，デジタルデバイドを増

長させ，人々の博物館利用にさらなる格差を
生じさせる危険性がある．一方で，将来の現
実世界はバーチャル化の方向にあることも
認識しなければならない．あらゆる資料がデ
ジタル情報に置き換えられ，手書き文書は絶
滅の危機にある．100 年後の歴史研究者がこ
の時代の変革期である平成時代を研究しよ
うとしたとき，何を研究資料に使えるのかを
真剣に議論しなければならない状況にある．
博物館はこのようにバーチャル化しつつあ
る現実社会とどのように向き合い，社会貢献
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のためにテクノロジをどのように使いこな
していくのかを早急に見直さなければなら
ない時期に来ている．本研究の背景には，現
実社会の博物館に広く受け入れられ，利用者
にとって真に有意義となる技術を博物館学
及び画像工学の観点から研究する必要性を
痛切に感じていることが挙げられる． 
 博物館は文化財，歴史資料，芸術作品等の
多種多様な資料を収集し，調査研究に供する
とともに，それら資料を人類共通の財産とし
て後世に長く伝えるべく，保存管理を厳格に
行っている．これは物質的な流れという観点
からは，博物館へ収蔵された時点でその流れ
が止まることとなる．一方，博物館で行われ
ている調査・研究活動によって，そのような
資料から新たな情報が生み出されている．情
報は活用される毎にその価値を増し，新たな
情報への創成へと繋がっていく．すなわち，
情報は流れを形成することでその価値を高
めるといえる．博物館は，その情報の流れの
発信源に位置することとなる．換言すれば，
情報活用の拠点となり，資料に関する情報の
流れを生み出し，人々に還元していくことが
今後の博物館が果たすべき役割となる． 
 博物館が保有する複雑な情報資源を効果
的に活用し，来館者が楽しみ学ぶための環境
を改善するための手法として，本研究では画
像技術に着目し，情報を統一的に活用するた
めの手法を検討するとともに，その手法によ
る効用を博物館学的に検証する． 
 
２．研究の目的 
 本研究の代表者が所属している国立歴史
民俗博物館には，考古，歴史，民俗等に関連
する 20 万点にも及ぶ所蔵資料や，これらの
資料に基づいた調査結果，報告書，歴史民俗
研究の論文など，広範囲に及ぶ情報資源を保
有している．本研究では，これら多種多様な
情報資源を画像化する，あるいはコード化す
ることで画像情報として集積し，統一的に情
報を活用するための手法を検討し，博物館研
究の観点から，実証実験を行って検証する． 
 情報技術の活用では，利用者に対していか
に使いやすいかが重要となるため，タッチパ
ネルディスプレイやデジタルカメラ・データ
プロジェクタ連動システムを用いて，利用者
自身の行動に応じた情報提供手法を検討す
る．画面に触れるなど，自分の意志を表現す
る動作を現実に起こし，その結果として表示
情報が変化するという動作を繰り返すこと
で，バーチャルな世界に現実感を付与し，利
用者の意識の中に歴史像が可視化されるこ
とを促すことを目指している．この手法によ
り，日本語入力手段を有さない海外における
利用者に対しても，日本文化を発信すること
が可能となる．この点についても，博物館研
究の手法によって検証する． 

 
３．研究の方法 
 本研究では，博物館における多種多様な情
報資源を機能的に活用するため，情報を画像
化するか，もしくはコード化することで画像
として利用できる手法を検討する．これを本
研究では，博物館情報資源のエンコードと位
置づける．続いて，エンコードされた情報資
源から利用者が所望する情報を抽出する手
法を検討する．本研究では，これを情報資源
のデコードと位置づける．この情報のエンコ
ード・デコード手法によって博物館が有する
情報に対して機能し，多様な情報資源を互い
に活用できるのかを実証実験により検証す
る． 
 デジタルミュージアムのように，情報のみ
の活用では現実感のある歴史像をイメージ
ングすることは困難である．しかし現実の博
物館では実物資料を所蔵しており，実物資料
と資料情報が共存することによって，現実感
の伴った情報活用による歴史像の形成が期
待できる．これを実現するための情報提示手
法を検討し，博物館における展示に活用して
その成果を検証する．具体的には，下記の項
目について研究する．  
(1)多様な資料情報を画像化する手法の検
討：情報エンコード手法の検討 
 多様な情報資源からなる情報を画像化す
る，あるいは各種のコード化手法を用いるこ
とで，統一的に情報資源を活用するための手
法を検討する． 
(2)画像化された情報源から所望情報を抽出
する手法の検討：情報デコード手法の検討 
 エンコードされた情報源から，利用者が所
望する情報を抽出するための手法ならびに
システム構築を検討する． 
(3)プロトタイプの運用と改善  
 情報の活用事例として，利用者自らの操作
によってエンコード・デコードされた画像情
報を活用することのできるプロトタイプシ
ステムを構築する．情報集積体としてエンコ
ードされた画像情報をホストコンピュータ
でデコードするとともに，利用者が自ら操作
することで資料に関する多様な情報を獲得
するためのシステムを検討する．この操作を
繰り返すことによって，利用者が歴史像をイ
メージできるかを実証実験により検証する． 
 
４．研究成果 
 本研究では，博物館が保有する資料だけで
なく，複雑な関連情報を情報資源として効果
的に活用する手法を検討し，来館者自らが楽
しみ学ぶための環境構築を目指した実験を
行った．そのための手法として画像技術に着
目し，情報を統一的に活用するための手法を
検討するとともに，現実社会の博物館に広く
受け入れられ，利用者にとって真に有意義と



 

 

なる技術を博物館学及び画像工学の観点か
ら研究した．本研究の成果として，博物館に
おいて利用されているデジタルコンテンツ
の在り方を再検討し，資料情報の集積から保
存，活用に至るまでの情報の流れをコントロ
ールする手法を検討した．その検討結果に基
づいて，資料情報を画像ベースでエンコー
ド・デコードする手段を構築し，その有用性
について検証実験によって議論した．具体的
には下記の事項について研究を行った． 
(1)多様な資料情報を画像化する手法の検
討：情報エンコード手法の詳細検討 
 歴史資料が有する多様な資料情報をデー
タベースとして管理するためのワークフロ
ーを検討し，省力化されたデータベース構築
手段を検討した．さらに，データベース内に
保存されているテキスト情報を２次元バー
コードとして画像化する手法を，ウェブベー
スシステムとして導入した．また，テキスト
情報を画像化する手法に関して，フリーツー
ルを主体としたシステムとして構築し，従来
は煩雑であった文字と画像が混在したデジ
タルコンテンツの制作プロセスを省力化す
る手法を検討した．バーコードだけでなく，
AR（Augmented Reality）技術を応用し，AR
マーカという形態で情報をエンコードする
手法の検討を行った．AR マーカは，システム
だけが理解できる抽象化されたマークだけ
でなく，人間にとっても理解できる文字を主
体としたマーカの両方を検討した． 
(2)画像化された情報源から所望情報を抽出
する手法の検討：情報デコード手法の詳細検
討 
 ２次元バーコード化された情報は，携帯電
話を用いることで活用した．２次元バーコー
ドを資料画像に合成することで，携帯電話で
資料を読み解く効果を検討した．資料の解説
情報を２次元バーコード化することで，多数
の利用者が文字情報を同時に取得すること
ができるようにした．この手法は非接触で情
報を獲得できるため，展示ケース内に２次元
バーコードを設置することもできる．AR マー
カという形態でエンコードされた情報を，カ
メラとプロジェクタを応用したシステムに
よってデコードする手法を検討した．このシ
ステムは，本研究におけるプロトタイプシス
テムの根幹をなしている． 
(3)プロトタイプの運用と改善 
 本研究を通して開発したプロトタイプを
用いて，情報の管理並びに提供方法，ユーザ
インタフェイス，システム安定性に関して研
究し，カメラとプロジェクタから構成される
卓上型資料閲覧プロトタイプを構築した．情
報提示手法として AR 技術を応用し，博物館
来館者が資料に触れているかのようなユー
ザインタフェイスと，利用者が所望する領域
への情報提示手法を検討し，実証実験へと活

用した． 
(4)実証実験 
 博物館展示におけるデジタルコンテンツ
の開発環境として，プロトタイプを用いた実
証実験を行った．研究分担者の所属機関であ
る文教大学国際学部において，利用者による
プロトタイプの評価実験を行い，その効果に
ついて検討した．プロトタイプの運用におい
ては，コンテンツの制作方法において汎用ソ
フトを用いて提示情報を作成する手法を検
討し，同一のコンピュータプログラムであっ
てもコンテンツデータを変更することで別
の資料のためのコンテンツに容易に改修で
きるように検討を行った．これらの実証実験
の結果をフィードバックする手法として，シ
ステムログを記録する手段を設け，主観評価
実験のプロセスを再現すること，シナリオモ
ードとしてデジタルコンテンツの自動再生
を行うこと，新たなコンテンツ開発のための
検討素材を提供すること等の機能を実現し
た．これらの手段及び機能を活用することで，
コンピュータプログラミングに詳しくない
コンテンツ制作者であっても，システムの構
築と改修を行えるようにして，一度導入した
システムが一過性のものとならないように
するための検討を行った． 
 博物館とは単に資料を収集，保管，研究す
る場所ではなく，それらを伝達し展示する機
関であると ICOM（国際博物館会議）が定義
している．つまり，博物館は資料に関する情
報を幅広い世代の市民に，時には国境を越え
て発信していかなければならないとされる．
しかし現実的には，博物館における情報活用
では言語および文字情報に依拠せざるをえ
ないという問題がある．本研究では，博物館
において利用者のニーズに合わせた情報を
誰もがアクセスできるような画像技術に基
づいたシステムの開発に関して検討を行っ
た．画像情報を積極的に活用することによっ
て，幅広い利用者に博物館の情報を提供する
手法を実現可能とするため，国内外の博物館
の利用を拡大し，情報共有のバリアフリーを
促すシステムとして社会に貢献できるもの
と考えられる．  
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